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70
〜
90
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯
科
医
療
を

発
展
さ
せ
た
歯
科
医
師
た
ち
（
故
ダ
グ
ラ
ス
・

ブ
ラ
ッ
タ
ー
ル
先
生
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
）

も
の
づ
く
り
活
か
し
急
成
長

堺市長選挙2017

竹山堺市政の

績実
経済編

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

　

前
回
、
私
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ

大
学
に
留
学
す
る
き
っ
か
け
を
熊
谷
崇
先

生
に
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
１
９
９
９
年

の
出
来
事
を
お
話
し
た
。
そ
の
頃
、

実
際
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
含
む
北
欧

で
は
、
先
進
国
の
中
で
齲
蝕
と
歯
周

病
予
防
を
真
っ
先
に
成
功
さ
せ
て
い

た
の
で
、
熊
谷
先
生
ら
の
ス
タ
デ
ィ

ー
グ
ル
ー
プ
が
北
欧
の
方
法
を
倣
っ

て
い
る
こ
と
に
は
説
得
力
が
あ
っ

た
。

齲
蝕
予
防

齲
蝕
予
防

　

国
際
比
較
に
用
い
ら
れ
る
指
標
の

一
つ
に
、
12
歳
児
一
人
あ
た
り
平
均

Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
が
あ
る
（
Ｄ
が
齲
歯
、

Ｍ
が
喪
失
歯
、
Ｆ
が
充
填
歯
で
、
Ｄ

Ｍ
Ｆ
歯
数
は
そ
の
永
久
歯
の
合
計

数
）。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
２
０
０
０
年
目
標
が
12
歳
児
の
平

均
Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
３
未
満
で
、
日
本
は

ま
だ
３
・
６
（
93
年
厚
生
労
働
省
歯

科
疾
患
実
態
調
査
【
１
】：
診
断
基

準
は
現
在
と
異
な
る
）、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
１
・
６
（
93
年
ス
ウ
ェ
ー

は
１
９
８
５
年
以
前
の
こ
と
で
あ

る
。

他
分
野
で
も

他
分
野
で
も

　

歯
学
部
に
編
入
す
る
以
前
に
所
属

し
て
い
た
教
育
学
部
で
も
、
北
欧
の

教
育
が
子
ど
も
主
体
の
先
進
的
な
試

み
を
し
て
い
る
お
手
本
と
し
て
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
と
も
重
な
っ
て
、

「
ま
た
、
北
欧
？
」
と
い
う
印
象
が

あ
っ
た
。
税
金
は
と
て
も
高
い
が
、

福
祉
国
家
で
身
体
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
優
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
て
い
た
。

　

一
体
、
ど
う
い
う
人
た
ち
が
そ
ん

な
賢
明
な
歯
科
医
療
を
発
展
さ
せ
た

の
か
、
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
。

成
功
の
理
由

成
功
の
理
由

　

北
欧
は
人
口
が
少
な
い
か
ら
改
革

し
や
す
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
を

よ
く
聞
く
が
、
人
口
が
少
な
い
先
進

デ
ン
保
健
福
祉
庁
【
２
】：
Ｍ
は
実
質
的

に
な
い
た
め
、
Ｄ
Ｆ
歯
数
）
だ
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
３
を
超
え
て
い
た
の

国
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
人

口
の
多
い
日
本
国
内
で
あ
っ
て
も
、
熊
谷

先
生
ら
は
原
因
療
法
を
成
功
さ
せ
て
い

た
。
国
が
大
き
い
・
小
さ
い
と
い
う
物
理

的
な
条
件
よ
り
も
、
理
論
を
重
ん
じ
た

り
、
先
見
性
に
長
け
て
い
た
り
、
正
当
性

を
貫
く
と
い
っ
た
内
面
的
な
も
の
に
、
そ

の
理
由
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
18
年
が
経
ち
、
日
本
の
Ｄ
Ｍ

Ｆ
歯
数
も
か
な
り
改
善
さ
れ
た
が
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
に
行
く
度
に
、
こ
の
内
面
的
な

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。
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竹
山
お
さ
み
堺
市
長
は
市

内
事
業
所
の
発
展
、
雇
用
増

大
、
地
域
の
可
能
性
を
活
か

し
た
経
済
振
興
を
進
め
て
き

た
。

　

刃
物
職
人
を
養
成
し
、
ア

メ
リ
カ
に
向
け
た
包
丁
の
輸

出
を
促
進
。
２
０
０
９
年
に

２
９
０
０
万
円
だ
っ
た
輸
出

額
は
、
16
年
に
は
６
億
４
千

万
円
と
22
倍
に
増
加
し
た
。

ま
た
、
堺
市
も
の
づ
く
り
投

資
促
進
条
例
を
制
定
し
、
地

元
企
業
へ
の
投
資
を
推
進
。

維
新
は
「
停
滞
」
を
主
張
す

る
が
、
製
造
品
な
ど
の
出
荷

額
は
大
阪
市
を
抜
き
全
国
で

６
位
、
人
口
一
人
当
た
り
で

は
政
令
市
１
位
（
表
１
）
に

急
伸
。
企
業
本
社
の
流
入
数

で
は
政
令
市
２
位
で
あ
る

（
表
２
）。

　

維
新
は
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

Ｉ
Ｒ
推
進
を
経
済
政
策
の
目

玉
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

大
阪
都
構
想
で
堺
市
の
権
限

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

竹
山
市
長
は
、「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
堺
」
と
し
て
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
経

と
財
源
を
大

阪
府
に
集
中

し
よ
う
と
い

う
算
段
だ
。

都
構
想
が
成

立
す
る
と
堺

市
は
大
阪
府

・
大
阪
市
に

依
存
し
た
経

済
構
造
を
強

ー
ム
位
置
の
不

安
が
取
り
除
け

た
」「
苦
手
な
部

位
を
中
心
に
何

度
も
練
習
で
き

て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

済
政
策
で
確
か
な
実
績
を
あ

げ
て
き
た
。
都
構
想
で
は
な

い
地
方
自
治
本
来
の
道
を
示

し
て
い
る
。 

（
お
わ
り
）

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
枚
方
市
東
船
橋

【
最
寄
駅
】
京
阪
「
樟
葉
」

駅
か
ら
バ
ス
で
７
〜
８
分
。

「
東
船
橋
」
バ
ス
停
前

【
金
額
】
応
談

【
設
備
】
チ
ェ
ア
６
台
、
パ

ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ
ル
、
レ
ー

ザ
ー
他
。
駐
車
場
12
台
（
内

ス
タ
ッ
フ
用
６
台
）

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

℡
06-

６
５
６
８-

７
７
３
１

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み

で
、
掲
載
内
容
の
確
認
や
条

件
な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
新
聞
部
ま
で
。

長
は
「
患
者
が
安
心
・
快
適

に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク

を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
実

習
で
は
歯
科
医
師
・
ア
シ
ス

タ
ン
ト
・
患
者
の
立
場
か
ら

バ
キ
ュ
ー
ム
技
術
を
確
認
。

挿
入
角
度
や
チ
ッ
プ
の
向
き

な
ど
の
コ
ツ
を
習
得
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
バ
キ
ュ

　

臨
床
学
術
部
は
８
月
26

日
、
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
座

「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」
を
と

み
も
と
歯
科
医
院
（
港
区
）

で
開
い
た（
写
真
）。
14
人
の

参
加
者
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ワ
ー
ク
の
基
礎
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

確
認
し
た
上
で
実
習
に
取
り

組
み
、
診
療
補
助
の
疑
問
や

悩
み
を
活
発
に
交
流
し
た
。

　

同
部
の
冨
本
昌
之
副
理
事

点
数
早
見
表
・
10
月
版
』
を

９
月
25
日
付
に
同
封
し
、
会

員
へ
届
け
る
予
定
。

　

歯
科
の
金
属
材
料
価
格
は

市
場
価
格
の
変
動
幅
が
５
％

を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、

６
カ
月
ご
と
に
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

合
金
は
１
㌘
１
３
５
円
値
上

げ
し
、
１
４
１
４
円
と
な

る
。
Ｆ
Ｍ
Ｃ
の
大
臼
歯
は
48

点
増
の
９
５
２
点
に
、
小
臼

歯
は
34
点
増
の
８
１
０
点
に

引
き
上
が
る
。
主
な
改
定
点

数
は
上
表
の
通
り
。

　

協
会
・
保
団
連
は
『
歯
科

　

厚
労
省
は
10
月
１
日
か
ら

材
料
価
格
を
改
定
す
る
。
歯

科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

金
パ
ラ
関
連
確
定
点
数

新
点
数

旧
点
数
比

イ
ン
レ
ー
単
純

大
臼
歯

3
6
0

＋
16

前
・
小
臼

3
0
6

＋
11

イ
ン
レ
ー
複
雑

大
臼
歯

5
9
8

＋
30

前
・
小
臼

5
1
4

＋
22

４
分
の
３
冠

前
歯

6
5
4

＋
27

５
分
の
４
冠

大
臼
歯

7
0
5

＋
37

小
臼
歯

5
9
4

＋
27

Ｆ
Ｍ
Ｃ

大
臼
歯

9
5
2

＋
48

小
臼
歯

8
1
0

＋
34

前
装
金
属
冠

前
・
小
臼

1
6
1
8

＋
43

ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

鋳
造
・
大

1
0
0
7

＋
55

鋳
造
・
小

8
6
6

＋
42

裏
装
・
前

9
8
7

＋
22

裏
装
・
小

1
0
4
7

＋
28

前
装
金
属

1
5
2
4

＋
33

双
歯
鉤

大
大
・
大
小

6
9
8

＋
44

犬
小
・
小
小

5
9
8

＋
34

二
腕
鉤

大
臼
歯

5
3
6

＋
30

小
臼
・
犬
歯

4
9
5

＋
26

前
歯

4
7
6

＋
25

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
鉤

大
臼
歯

4
2
7

＋
15

小
臼
・
犬
歯

4
0
6

＋
13

前
歯

3
9
7

＋
13

鋳
造
バ
ー

1
1
7
8

＋
70

金 パ ラ
10月改定

臨床学術部

Ｆ
Ｍ
Ｃ
大
臼
歯
48
点
増

実
習
で
悩
み
解
消

バ
キ
ュ
ー
ム
技
術
学
ぶ

協
会 

『
点
数
早
見
表
』を
会
員
へ

表１　製造品など出荷額
（下段は１人当たり出荷額）（大阪府HP・堺市HPより）

2011年度 2014年度

堺　市 ３兆5,320億円
（419万円）

３兆8,213億円
（455万円）

大阪市 ３兆8,679億円
（131万円）

３兆6,348億円
（135万円）

※大阪府全体の出荷額が減少する中で、堺市は大阪市を抜いた！

表２　本社流入数
政令市２位（帝国データバンク2012～2016年の５年間）

順位 市名 流入数
１ 横浜市 81
２ 堺　市 28
３ 川崎市 21

20 大阪市 ▲468


